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町
政
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、「
豊
か

な
自
然
と
歴
史
の

こ
こ
ろ
が
つ
く
る
活
力
の
あ
る
ま
ち
」を
念
頭
に「
自

主
・
自
立
」、「
連
携
・
協
働
」、「
安
心
・
安
全
」
の
３

つ
の
基
本
理
念
の
も
と
、
町
の
人
材
育
成
・
確
保
、

ふ
る
さ
と
人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
が
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
、
活
躍
で
き

る
町
。
こ
れ
を
基
本
と
し
た
施
策
や
事
業
推
進
を
図

り
、
町
民
が
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
使
命
と

し
て
、
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
と
し
て
は
、
❶
「
添
田
町

の
歴
史
と
文
化
を
末
永
く
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
年

少
人
口
、
生
産
人
口
の
増
加
」。
❷「
人
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
、
観
光
客
の
ふ
る
さ
と
人
口
、
関
係
人
口

の
増
加
」。❸「
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
活
躍
で
き
る
町
」。

❹「
未
来
を
ひ
ら
く
行
政
経
営
の
構
築
」。
こ
れ
ら
４

つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
将
来
展
望
を
し
っ
か
り
と

見
据
え
、
発
想
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
的
確
な

施
策
の
実
施
を
図
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

▼
農
業
の
振
興

＝
中
山
間
地
の
特

性
と
強
み
を
生
か

し
た
農
業
経
営
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
農
業
・

農
村
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募

集
し
、
就
農
活
動
に
加
え
、
人
手
を
要
す
る
地
域
活

動
な
ど
様
々
な
場
面
で
農
業
を
生
か
す
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る

　
　
　

農
業
の
将
来
の
あ
り
方
な
ど
を
明
確
に
す
る

　
　
　
　
　

た
め
、
地
域
で
考
え
、
話
し
合
い
、
集

　
　
　
　
　
　

落
の
担
い
手
の
確
認
や
農
地
集
積
に

　
　
　
　
　
　
　

よ
る
経
営
の
効
率
化
と
耕
作
放
棄

ビ
ス
と
使
用
料
に
つ
い
て
十
分
な
現
状
分
析
を
行
い
、

持
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る
よ
う
経

営
形
態
の
検
討
、
経
費
削
減
、
収
納
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
▼
定
住
・
住
宅
対
策
の
充
実
＝
定

住
支
援
制
度
は
空
き
家
の
解
消
に
成
果
が
で
て
お
り
、

特
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
の
一
層
の
事
業
活

用
を
図
り
、
移
住
・
定
住
対
策
を
進
め
ま
す
。
現
在

整
備
中
の
朝
日
ヶ
丘
団
地
の
建
て
替
え
事
業
は
、
第

２
期
工
事
を
進
め
、
今
年
度
か
ら
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
３
階
建
１
棟
21
戸
の
建
築
を
予
定
し
て
お
り
、

円
滑
な
事
業
の
進
捗
管
理
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

▼
健
康
づ
く
り

の
推
進
と
地
域
医

療
の
充
実
＝
新
規

事
業
と
し
て
、
聴
覚
障
が
い
の
早
期
発
見
・
早
期
療

育
を
目
的
と
し
た
新
生
児
聴
覚
検
査
の
助
成
事
業
を

行
い
、
受
検
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
産
婦
に
対
し
て
産
後
の
心
身
の
状
態
に
応
じ

た
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
い
ま
す
。
▼
高
齢
者
福
祉
の

充
実
＝
町
内
に
は
元
気
な
高
齢
者
が
多
数
い
ま
す
。

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
・
知
識
な
ど
を
生
か
し
、
社

会
活
動
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
孤
立
し

が
ち
な
高
齢
者
を
支
え
る
よ
う
、
相
談
対
応
、
見
守

り
活
動
を
整
え
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医

療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
▼
子
育
て
支

援
・
児
童
福
祉
・
ひ
と
り
親
福
祉
の
充
実
＝
今
年
度

か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る「
第
二
期
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
将
来
に

わ
た
っ
て
安
心
し
て
生
み
、

育
て
る
環
境
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
、

計
画
に
沿
っ
た
子
育
て
支
援
を
着
実
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

▼
公
共
土
木
施

設
の
整
備
＝
町
道

で
は
継
続
事
業
の

新
城
・
赤
村
線
道
路
工
事
な
ど
３
路
線
。
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
改
築

事
業
で
は
、
北
坂
本
２
号
橋
改
築
工
事
と
32
橋
の
定

期
点
検
を
実
施
し
ま
す
。
▼
公
共
交
通
の
維
持
・
充

実
＝
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復
旧
・
復
興
を
第
一
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
復
旧
後
に
は
日

田
彦
山
線
の
活
性
化
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
で
の
高
齢
者
の
移
動
手
段
、

観
光
客
の
周
遊
に「
グ※

２

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

の
導
入
検
討
に
向
け
た
実
証
実
験
を
行
い
、
地
域
が

主
体
と
な
っ
て
持
続
可
能
な
生
活
を
維
持
す
る
小
さ

な
拠
点
づ
く
り
と
し
て
の
機
運
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て

協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

▼
人
権
の
尊
重

＝
「
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
制
定
を
踏
ま
え
、
本
町
に
お
い
て
制

定
し
た
「
添
田
町
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
に
基
づ
き
、
部
落
差
別
の
解
消
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
▼
学
校
教
育
の
充
実

＝
昨
年
度
に
小
学
校
５
校
を
１
校
に
統
合
す
る
方
針

案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
統
合
基
本
計
画
策
定
に
向
け
、
委
員

会
を
設
置
し
、
教
育
目
標
や
小
中
連
携
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
よ
り
良
い
環

「健全で持続可能な財政運営のため、限られた財源の中で施策の優先度を認識しつつ、行政ニ
ーズを的確にとらえた町政運営を進めていきたい」　寺西町長が語った令和２年度の町政と主要施策

　
　

町
政
の
基
本
方
針

地
域
の
特
性
・
資
源
を

活
か
し
た
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り

健
や
か
で

い
き
い
き
と
し
た

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

住
み
よ
さ
が
感
じ
ら
れ
る

生
活
基
盤
が
整
備
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り

境
に
な
る
よ
う
、
幅
広
く
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
協
議
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
状

の
校
舎
等
の
教
育
環
境
整
備
に
つ

い
て
も
検
討
を
重
ね
、
進
め
方
を
判
断
し
て

い
き
ま
す
。
▼
歴
史
文
化
遺
産
の
継
承
と
活
用
＝
修

験
道
の
聖
地
で
あ
っ
た
豊
前
英
彦
山
六
峰
を
抱
え
る

関
係
９
市
町
村
が
連
携
し「
山
神
の
聖
地  
英
彦
山
〜

豊
前
英
彦
山
六
峰
の
山
里
に
息
づ
く
山
神
へ

の
祈
り
〜
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
遺
産
の
認

定
を
目
指
し
、
文
化
庁
へ
申
請
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
関
係
市
町
村
に
よ
る

歴
史
文
化
遺
産
の
活
用
に
向
け
て
検
討

し
、
一
体
的
な
周
知
や
広
域
的
な
観
光

に
よ
る
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
▼
文
化
・
芸
術
活
動
の
振

興
＝
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
ホ
ー
ル
の

至
宝
で
あ
る
ピ
ア
ノ
を
活
用
し
、
音
楽
祭
や
コ

ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
英
彦
山
を
題

材
に
し
た
「
能
楽
」
を
県
の
補
助
を
活
用
し

て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。▼

効
率
的
・
効
果

的
な
財
政
運
営
の

推
進
＝
公
共
施
設

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
の
た
め
策
定
し
た
「
添
田
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
41
施
設

の
個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

各
施
設
の
最
適
配
置
を
検
討
し
、
長
寿
命
化
、
統
合
、

廃
止
の
方
針
を
定
め
、
各
種
財
源
措
置
の
活
用
に
よ

り
、
将
来
的
な
リ
ス
ク
の
抑
制
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
ビ
ル
ド
＆
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
意
識
を
持
ち
な
が
ら
施
策
の
多
様
な
視

点
か
ら
検
討
を
行
い
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
対
策
を
進
め
る「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
」に
取
り
組
み
ま
す
。▼
林
業
の
振

興
＝
福
岡
県
森
林
環
境
税
を
引
き
続
き
活
用

し
、
人
工
林
の
間
伐
や
広
葉
樹
の
植
栽
な
ど
森
林

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
▼
商
工
業
の
振

興
＝
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
は
、
設
備
の
更
新
や

子
ど
も
用
遊
具
の
モ
ノ
ラ
イ
ダ
ー
の
修
繕
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、
町
内

に
点
在
す
る
観
光
地
へ
の
誘
導
や
各
種
体
験
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
▼
観
光
の
振
興
＝
添
田
町
観
光
戦
略
の
行
動

計
画
と
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
昨
年
度
に
策
定

し
、
町
の
多
様
な
観
光
資
源
を
活
用
し
た
Ｄ※
１

Ｍ
Ｏ
の

構
築
に
向
け
担
い
手
の
参
画
や
育
成
と
い
っ
た
取
り

組
み
を
継
続
・
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
英
彦
山
温

泉
し
ゃ
く
な
げ
荘
は
３
月
で
休
館
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、
魅
力
あ
る
自
然

体
験
な
ど
新
た
な
戦
略
的
な
活
用
の
検
討
を
早
急
に

進
め
ま
す
。　

　

▼
防
災
・
危
機

管
理
対
策
の
充
実

＝
一
昨
年
、
昨
年

の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
に
改
訂
を
行
っ
た

「
添
田
町
地
域
防
災
計
画
」に
基
づ
き
、
新
た
な
防
災

無
線
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お

り
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
・
多
重
化
に
対
応
す

べ
く
「
防
災
ラ
ジ
オ
型
個
別
受
信
機
」
の
導
入
に
向

け
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
千
年
に
一
度

を
想
定
し
た
新
し
い「
防
災
マ
ッ
プ
」を
活
用
し
、
地

域
の
災
害
リ
ス
ク
の
理
解
、避
難
行
動
体
制
の
周
知
・

啓
発
に
努
め
ま
す
。
▼
上
水
道
・
汚
水
処
理
の
整
備

＝「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
長
期
的
な
経
営
戦

略
に
着
手
し
、
安
定
的
な
運
営
に
向
け
て
水
道
サ
ー

３　広報そえだ（令和２年４月号）

美
し
い
自
然
環
境
を
守
り

育
て
、
快
適
な
暮
ら
し
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

本 町を取り巻く状況は、多様な変化をし
ています。その変化を的確にとらえな

がら、やるべき必要な施策を踏まえつつ、こ
れまでの取り組みを継続し、さらに発展・進
化させることにより、添田町が将来に向け希
望に満ち、そして町民の皆様が安心して、安
全に過ごせるまちづくりにまい進していく所
存です」。３月に行われた定例議会で、寺西明
男町長が発表した本年度の施政方針の中から、
第５次総合計画に位置付けられている施策の
柱ごとに、抜粋してお伝えします。

　　　　　　　  町が将来に向け希望に満ち、
町民が安心して、安全に過ごせるまちづくり

令和２年度 施政方針

「

ののの地地担担るるる

の
活
性
化
に
つ
な
げ

活
性

に
つ

げ来

の
将

業
の
業
農
業業業
の

来

た
め
、
地

た
落
の
担

よよ

↓第24回添田町フォトコンテスト入選作品「歴
　史の桜咲く（守静坊）」（撮影地：守静坊跡）

を築築援援 を

、

向
け
、

向
け

に
向
に
向

築
に
築
にに
向

、にに

着
実
着
実

を
着
を
着

援
を
援
をを
着

に

住
み
よ
さ
が
感
じ
ら
れ
る

生
活
基
盤
が
整
備
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り

連
携
と
協
働
に
よ
る

自
立
の
ま
ち
づ
く
り

く
意
見

く

見

す
る
す現

状
現
状
現現現

にに

整
備
整
備
整整整

に方方

進
め
方

進
め
方

進進進

方
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＝
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化
遺
産

化化化

産
の
継

と
活

＝
修修修修修るる

え
る
え
る

を
抱
え

を
抱
え

峰
を
峰
を

六
峰
六
峰

彦
山
彦
山

英
彦
英
彦

豊
前
英

豊
前
英

豊豊豊

英
彦
山

峰
を

え
る

見
ををつつ

に
つ
に
つつ

てて
し
て
し
て

断
し
断
し

を
判
を
判

方
を
方
をを
判

し
て

産
の
継
承
と
活
用

の
継

と
活

修修
※１…Destination Management Organization：デスティネーション・マネージメント・オーガニゼーションの略。　　
　　　観光物件、自然、食、芸術・芸能など当該地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域作りを行
　　　う法人のこと

※２…電動で時速20㎞未満で公道を走る４人乗り以上の公共の移動手段

医医
う
医
う
医

よ
う
よ
う

き
る
き
る

で
き
でででで
き

と
が
と
が

こ
と
こ
と

け
る
こ

け
る
こ

けけけ

こ
と

で
き

う
医

ままままま的的的的的
シシ
アアア

、、
しししり

、
りりて

い
き
ま
す
。

て

き
ま

。
▼
子
育
て
支

▼
子

て
支

す
る
す
る

定定る
条
る
条

の
取
の
取

＝
昨昨

案
に

た
。

振
用
活
用用

林林

ど
森
林
森
林

な
ど
なななな
ど

林

広報そえだ（令和２年４月号）　２
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▶▶▶特別会計

国民健康保険事業勘定

後期高齢者医療

住宅新築資金等貸付事業

バス事業

水道事業 ２億 1,094 万円

2,312 万円

138 万円

１億 7,973 万円

12億 1,455 万円 － 4.1％

－ 0.6％

7.8％

4.1％

4.5％

16億2,972万円
前年度に比べ 4,241 万円の減額（－ 2.5％）

特別会計名 当初予算額 前年度比

82億6,756万円

第６次総合計画策定業務
（総務費）837 万円

　昨年度と今年度にかけて、
町の最上位計画である第６次
添田町総合計画を策定してい
ます。多くの人の意見を反映
させながら、実効性のある計
画を策定する予定です。

朝日ヶ丘団地建替事業
（土木費）３億1,655万円

　第２期工事として、今年度
から来年度にかけて、鉄筋コ
ンクリート造３階建てＣ棟21
戸を建設。昨年度のＡ棟、Ｂ
棟と合わせ、令和７年度まで
に120戸を整備する予定です。

個別受信機整備設計業務
（消防費）825 万円

　大雨などの災害発生時に迅
速、確実、正確に被災・避難
情報を伝える個別受信機を町
内の各戸に設置するため、送
信局などの設備整備の実施設
計を行います。

小中学校更新基本計画
（教育費）1,306 万円

令和２年度の主な事業

　
　
　
　

町
の
令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間

　
　
　

の
方
針
を
定
め
る
第
６
次
総
合
計

画
を
策
定
す
る
今
年
度
の
主
な
事
業
は
、

頻
発
す
る
大
雨
な
ど
の
災
害
時
に
素
早
く
、

確
実
、
そ
し
て
正
確
に
避
難
情
報
な
ど
を

伝
え
る
個
別
受
信
機
を
町
内
の
各
戸
に
設

置
す
る
た
め
、
ま
ず
は
、
送
信
局
な
ど
の

設
備
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

建
て
替
え
工
事
中
の
朝
日
ヶ
丘
団
地
で

は
、
昨
年
度
の
Ａ
棟
27
戸
、
Ｂ
棟
８
戸
に

続
き
、
第
２
期
工
事
と
し
て
来
年
度
ま
で

の
２
か
年
で
Ｃ
棟
21
戸
を
整
備
。
ま
た
、

小
・
中
学
校
で
は
更
新
基
本
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
に
支
障
の
な

い
よ
う
校
舎
改
修
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

減
少
す
る
歳
入
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な「
選
択
」と
「
集

中
」
に
よ
る
行
政
運
営
に
よ
る
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
、

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
昨

年
度
に
比
べ
て
３
億
２
５
４
２
万
円
減
額

（
マ
イ
ナ
ス
４
・
８
％
）
の
66
億
３
７
８
４

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

歳
入
は
、
税
金
や
使
用
料
・
手

　
　
　

数
料
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
が
全

体
の
20
・
９
％
、
国
や
県
に
頼
っ
た
依
存

財
源
が
79
・
１
％
と
本
年
度
も
財
源
の
多

く
を
依
存
財
源
が
占
め
、
厳
し
い
財
政
運

営
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
税
収
入
で
は
、
固
定
資
産
税
の
増
額

や
特
別
徴
収
の
推
進
に
よ
る
町
民
税
の
増

収
。
さ
ら
に
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
に

お
い
て
も
増
収
を
見
込
み
、
昨
年
度
と
比

べ
て
１
２
７
２
万
円
増
額
の
６
億
８
１
２

７
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町
で
は
税
収
の

確
保
は
絶
対
的
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

本
年
度
も
税
を
含
め
た
自
主
財
源
を
確
実

に
確
保
で
き
る
よ
う
、
収
納
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

選択と集中による持続可能なまちづくり

　寺西町長が示した方針に基づ
き編成された令和２年度予算が、
３月の議会定例会で承認されま
した。一般会計と特別会計を合
わせた予算総額は 82億6,756 万
円です。「人材の育成・確保」、
「関係人口の増加」、「町民が活躍
できる町」、「未来をひらく行政
経営の構築」を目指し、選択と
集中による持続可能なまちづく
りを進めます。

議会費
9,790万円
（1.5％）

総務費
10億177万円
（15.1％）

民生費
19億7,432万円
（29.7％）

衛生費
3億6,722万円（5.5％）

商工費
１億5,391万円
（2.3％）

労働費・予備費
1,124 万円
（0.1％）

公債費
６億7,587万円
（10.2％）

教育費
５億9,461万円
（9.0％）

土木費
８億3,588万円
（12.6％）

歳出

66億
3,784万円

農林業費
４億3,700万円（6.6％）

消防費
2億6,466万円
（4.0％）

予算予算

一般会計・特別会計
あわせて予算総額

【
歳
入
】

▼
町
税
…
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

　

こ
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
、
皆
さ
ん
に

　

納
め
て
い
た
だ
く
税
金

▼
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
力
に
応
じ

　

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

▼
国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定
の

　

事
業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

　

お
金

▼
県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
事
業
に
対

　

し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
、
通

　

常
は
使
途
が
特
定
さ
れ
ま
す

▼
町
債
…
町
の
借
入
金
で
償
還
が
２
年
以

　

上
に
わ
た
る
も
の

【
歳
出
】

▼
議
会
費
…
議
会
運
営
の
経
費

▼
総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど
に
関

　

す
る
経
費

▼
民
生
費
…
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る

　

福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費

▼
衛
生
費
…
環
境
保
全
や
健
康
づ
く
り
の

　

支
援
な
ど
の
経
費

▼
農
林
業
費
…
農
業
や
林
業
の
振
興
の
た

　

め
の
経
費

▼
商
工
費
…
商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た

　

め
の
経
費

▼
土
木
費
…
道
路
や
河
川
の
整
備
、
町
営

　

住
宅
建
設
な
ど
の
経
費

▼
消
防
費
…
消
防
活
動
や
災
害
対
策
な
ど

　

の
経
費

▼
教
育
費
…
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
充

　

実
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
経
費

▼
公
債
費
…
過
去
の
町
債
を
返
還
す
る
た

　

め
の
経
費

用

語

の

説

明

歳入

66億
3,784万円

町税
６億
8,127万円
（10.3％）

地方交付税
28億9,450万円
（43.6％）

国庫支出金
９億
1,135万円
（13.7％）

県支出金
５億4,370万円
  （8.2％）

町債
６億
5,260万円
　（9.8％）

その他
２億 4,543 万円
（3.7％）

自主財源（20.9％）　　　　依存財源（79.1％）

歳入歳出

分担金・負担金
2,511 万円
（0.4％）
その他
３億 7,908 万円
（5.7％）

諸収入
１億 4,589 万円
（2.2％）
使用料・手数料
１億 5,891 万円
（2.4％）

▶▶▶一般会計歳入　　　　　（前年度比 － 4.7％）▶▶▶一般会計歳出　　　　　（前年度比 － 4.7％）

災害復旧費
２億
2,346 万円
（3.4％）

令和２年度

　町立の小・中学校がより良
い教育環境になるよう、小学
校の統合に向けた基本計画を
策定します。策定委員会を設
置し、教育目標や小中連携な
どを協議し、策定します。

↑第24回添田町フォトコンテスト入選作品「共演」（撮
　影地：加茂神社／野田）

↑第24回添田町フォトコンテスト秀作作品「参道の主
　役」  （撮影地：英彦山）



桜
の
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら

み
、
開
花
が
間
近
に

迫
っ
た
３
月
21
日
、
英
彦
山

の
観
光
情
報
を
発
信
す
る
拠

点
で
あ
る
「
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｎ　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
」（
ひ
こ
さ
ん
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

昨
年
の
11
月
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
観
光
事
業
推
進
員
の

髙
山
勇
樹
さ
ん
が
ロ
ゴ
を
作

成
し
、
常
駐
し
て
観
光
案
内

や
特
産
品
な
ど
の
販
売
を
行

っ
て
い
た
、
ひ
こ
さ
ん
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
。
今
回
は
、

お
隣
り
で
カ
フ
ェ
「
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
」（
ヒ
コ
ニ
ワ
）

を
営
む
田
中
浩
二
郎
さ
ん
と

連
携
し
、
髙
山
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
、

木
を
基
調
と
し
た
明
る
い
雰

囲
気
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
刷
新

し
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
は
、
特
産
品
の
売

り
場
面
積
を
拡
充
。
広
く
な

っ
た
店
舗
内
で
は
、
町
が
商

工
会
と
共
同
で
創
業
と
新
事

業
に
取
り
組
む
人
を
支
援
す

る
創
業
支
援
で
生
ま
れ
た
商

品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
新
し
く

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
昔
な
が
ら

の
特
産
品
な
ど
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
添
田
の
天

然
水
で
作
っ
た
爽
快
な
飲
み

口
が
評
判
の
英
彦
山
サ
イ
ダ

ー
と
英
彦
山
サ
イ
ダ
ー
ゆ
ず
、

鹿
肉
を
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ

レ
ー
も
購
入
で
き
ま
す
。

　

観
光
案
内
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、

英
彦
山
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

雑
誌
な
ど
を
設
置
し
、
動
画

を
流
し
な
が
ら
観
光
客
を
お

出
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　
　
彦
山
に
来
て
く
れ
た

　
人
が
ゆ
っ
く
り
、
く

つ
ろ
げ
る
空
間
と
な
る
よ
う

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
た
」
と

語
る
髙
山
さ
ん
。
テ
ー
ブ
ル

の
上
は
ス
ッ
キ
リ
と
整
理
さ

れ
、
特
産
品
に
は
一
つ
ひ
と

つ
に
、
商
品
開
発
者
の
皆
さ

英彦山の新しい観光拠点

ん
の〝
顔
〞が
見
え
、〝
想
い
〞

が
感
じ
ら
れ
る
丁
寧
な
説
明

文
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の

日
も
観
光
情
報
を
聞
き
に
来

る
人
や
特
産
品
を
購
入
す
る

人
な
ど
大
勢
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

髙
山
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら

も
添
田
町
の
観
光
情
報
を
充

実
さ
せ
な
が
ら
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
る
英
彦
山
で
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
英
彦
山

の
新
し
い
観
光
拠
点
、
ひ
こ

さ
ん
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

に
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

まちの“魅力”を発信しています
　英彦山別所駐車場そばの観光案内所「HIKOSAN INFORMATION」
が観光情報と特産品売り場を拡充し、リニューアルしました。

英彦山 英彦山
スロープカー

銅鳥居

英彦山神宮奉幣殿
ひこさん
ホテル和

500

←彦山駅

↑豊前坊

英彦山
別所駐車場

HIKOSAN 
INFORMATION

HIKOSAN
INFORMATION

←1＿若者から高齢者まで多くの
人が訪れる英彦山だから、だれもが
ゆっくりくつろげるようバランスを
重視したレイアウトにこだわる髙山
さん　2＿シイタケを使った加工
品が並ぶ店内　3＿福岡市内や関
東でも大人気。津野のお米を使った
キャラメルおこしを英彦山でも購入
できます　4＿観光案内コーナー
では英彦山をはじめ、町内の観光名
所を紹介しています

↑髙山さんがデザインしたロゴののれんが目印です

「
木
を
基
調
と
し
た
明
る
い
雰
囲
気
で

  

皆
さ
ん
の
こ
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

「　英

↑特産品売り場が拡充されたひこさんインフォメーション。ランチのできるカフェのHIKONIWAと連携して、英彦山の新しい観光拠点となります

英彦山でほっとひと息つき
やまとまちの案内所

「HIKONIWA」
英彦山別所駐車場のそばに、平

成30年にオープンしたカフェ
が“やまとまちの案内所「HIKONIW
A」”です。店内では添田産の季節野
菜をふんだんに使ったカレーライス
や英彦山豆腐のチーズケーキ、英彦
山の水で入れたコーヒーなどこだわ
りの食事が味わえます。また、深倉
産のお米の玄米茶なども販売してい
ます。皆さんもHIKO
NIWAでほっと、
ひと息つい
てみませ
んか。

1

2

3

4
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人気メニューの季節野菜のカレー
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◉税の種類

　税金は、皆さんが安心・安全な生活を送るた
めなどに使われ、社会福祉や教育、医療やごみ
の収集など、幅広い公共サービスの提供に活用
されています。税金は、公平に負担するよう日
本国憲法でも定められ、納税は国民の義務です。
　税金の大きな分け方としては国に納める「国
税」と地方公共団体に納める「地方税」（都道府
県税と市町村税）の２種類あります。また、納
税しなければならない人と、実際に税金を支払
う人が同じになる「直接税」、納税しなければな
らない人から商店などが一旦預かるような形に
なって、最終的に商店などが納税する「間接税」
に分類。さらに、決められた目的にのみ活用さ
れる「目的税」もあります。
◉税金の使われ方

　　　　　　　　　　　　　　　税金はどのよ
　　　　　　　　　　　　　　うなことに使わ
　　　　　　　　　　　　　　　れるのでしょ
　　　　　　　　　　　　　　　うか。道路な
　　　　　　　　　　ど生活を便利にしたり、　
　　　　　　平等に教育が受けられるように学
校をつくったりしています。また、消防や警察
など安心して暮らすためにも税金は使われてい
ます。このように国や地方公共団体では、住民
の暮らしを便利で豊かにするための費用を税金
という形で皆さんから集め
ています。税金は、皆さ
んが豊かで安全に暮ら
すための会費のよう
なもの
です。　

納め忘れのないようにお願いします

　

町
で
は
県
税
特
別
対
策
班
と
共
同
で
、
税
金

の
公
平
で
適
正
な
負
担
を
図
る
た
め
、
税
な
ど

の
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
度

は
、滞
納
解
消
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、預
金
・

給
与
の
差
し
押
さ
え
や

捜
索
な
ど
を
実
施
。
差

し
押
さ
え
の
件
数
は
９

件
、
納
付
額
は
53
万
円

で
し
た
。
町
は
、
今
年

度
も
積
極
的
に
滞
納
処

分
を
行
い
ま
す
。

    

県
税
特
別
対
策
班
と
共
同
で

豊かで安心に暮らすために必要です

わたしたちの暮らしと税金

今年度の納付期限の確認を

◉税等の納期限納付をお願いします

　今年度の町税や国民健康保険税などの納期と
納期限は下表のとおりです。次の時期に納税通
知書を発送しますので、納め忘れのないように
お願いします。
▶５月＝固定資産税、軽自動車税　▶６月＝町
県民税　▶７月＝国民健康保険税、後期高齢者
医療保険料

町
県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康

保

険

税

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

５
月 ６／１月 １期

全期 全期

６
月 ６／30火 １期

全期
７
月 ７／31金 ２期 １期 １期

８
月 ８／31月 ２期 ２期 ２期

９
月 ９／30水 ３期 ３期 ３期

10
月 11／２月 ３期 ４期 ４期

11
月 11／30月 ４期 ５期 ５期

12
月 １／４月 ４期 ６期 ６期

１
月 ２／１月 ７期 ７期

２
月 ３／１月 ８期 ８期

３
月 ３／31 水 ９期

滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
し
た

暮らしを便利で豊 す め 費用を税金税をめす豊便をら暮の暮らしを便利で豊かにするための費用を税金税をのめるすか豊便をら暮の暮らしを便利で豊かにするための費用を税金
という形で皆さんから集めめか皆でういという形で皆さんから集めめか皆でういという形で皆さんから集め
ています。税金は、皆さ皆税。まいています 税金は 皆さ皆税まいています 税金は 皆さ
んが豊かで安全に暮ら暮安で豊がんが豊かで安全に暮ら暮安で豊がんが豊かで安全に暮ら
すための会費のようう費会めたすた 会費 うう費会たすための会費のよう
なもののも
です。　す

問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

一人ひとりができるコロナへの備え

感染症を予防しましょう

●一人ひとりができる感染症の予防対策
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、

食
事
前
な
ど
こ
ま
め
な

手
洗
い

密
閉
空
間
、密
集
場
所
、

密
接
場
面
の

密
を
避
け
る

　３月24日現在で本町での新型コロナウイルス感染症
の感染者は確認されていませんが、これからも注意が
必要です。引き続き、皆さん一人ひとりが予防対策を
しっかり行ってください。

症
が
を

感染症予防

ほ
か
の
人
に

う
つ
さ
な
い
た
め
に

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

窓
を
開
け
て

空
気
の
入
れ
替
え
を

換
気

 ● 4 月から町公共施設などは通常どおり開館します

　新型コロナウイルス感染の拡大防止のため、小中学校の休業や施設の休館、事業の中
止といった措置を講じていました。町では、３月24日現在で感染者が確認されていない
ことから十分な対策をとった上で、４月から順次通常どおりの実施・開館する予定
です。ただし、今後の状況によっては、中止や休館等の措置をとる場合があります。

❶風邪の症状や 37.5℃以上の発熱が４日以上続いている（解熱剤を飲み続けなければならないときを含
みます）❷つよいだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）の症状がある場合、まずは田川保健福祉事務所
に相談してください。
問 田川保健福祉事務所（☎42-9379／平日８時30分～17時15分）
※夜間・休日の連絡（☎092-471-0264）
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４月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

◉
５
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

４
月
13
日
月
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

【
俳
句　

投
稿
】

潔い
さ
ぎ良

し
大
輪
は
な
や
ぐ
小か

す
み
そ
う

粒
花　
　
　
　

村
岡　

清
香

鶯
や
鳴
い
た
春
を
期
待
す
る　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

鉾
先
天
へ
春
光
の
天
狗
杉　
　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

風
船
や
親
も
子
も
な
く
追
ひ
か
く
る　
　

島
津
余
史
衣

年
惜
し
む
コ
ル
ク
に
残
る
ワ
イ
ン
の
香　

伊
井
寸
美
子

陣
を
解
く
鴨
の
広
ご
る
川
面
か
な　
　
　

斎
藤
智
寿
子

空
洞
を
さ
ら
す
冬
木
の
幹
太
し　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

凍
星
や
硬
貨
の
響
く
販
売
機　
　
　
　
　

立
花　

勝
昭

【
短
歌　

投
稿
】

政
治
家
は
脱
原
発
と
思
え
ど
も

　
　

目
に
は
見
え
な
い
柵
も
有
り
た
り　

濵
田
イ
サ
オ

夕
焼
け
に
千
里
タ
ウ
ン
は
染
め
ら
れ
て

　
　

さ
み
し
さ
の
み
の
記
憶
の
ひ
と
日
よ　

独
活
山
強
実

メ
ジ
ロ
二
羽
ミ
カ
ン
啄
む
可
愛
さ
に

　
　
　
　
　
　

双
眼
鏡
で
暫
し
楽
し
む　

櫻
木
マ
サ
子

若
き
日
と
心
は
常
に
変
ら
ね
ど

　
　

よ
わ
い
は
す
で
に
八
十
路
の
さ
中　

仲
摩　

直
子

【
川
柳　

投
稿
】

晩
酌
を
妻
の
料
理
が
美
味
し
く
し　
　
　

原
田
祥
二
郎

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
続
け
る
こ
と
が
金
メ
ダ
ル　

原
田　

順
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

今
の
世
を
悔
い
な
く
い
き
よ
初
燕　
　
　

諌
山　

静
香

風
を
読
む
な
ん
て
し
ま
せ
ん
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　

 

鈴
鹿　

雅
子

フ
リ
ー
ジ
ア
の
島
の
香
り
や
黄
八
丈　
　

安
永　

藻
香

砂
埃
花
粉
ま
じ
り
の
春
一
番　
　
　
　
　

手
嶋
く
み
え

地
球
ま
だ
信
じ
て
旨
し
目
白
来
る　
　
　
　

武
田　

晴
子

木
語
鳥
語
三
月
と
い
う
空
あ
お
い　
　
　
　

池　
　

三
太

落
つ
ば
き
来
世
の
色
も
赤
と
す
る　
　
　
　

西　
　

加
予

筍
育
つ
人
間
臭
く
な
る
た
め
に　
　
　
　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

吾
も
老
い
懐
か
し
む
の
み
の
誰
彼
を

　
　
　

双
手
に
数
へ
じ
つ
と
手
を
見
る　

大
塚　

富
江

令
和
な
る
初
春
の
朝
を
笑
顔
に
て

　
　

無
音
に
去
り
ゆ
く
亡
夫
に
会
へ
り　

五
十
嵐
田
鶴

新
し
き
年
の
初
め
に
花
活
け
て

　
　
　
　

迎
ふ
る
正
月
心
も
晴
る
る　
　

平
井　

朝
子

合
唱
団
一
万
人
あ
れ
我
が
町
に

　
　
　

と
も
す
第
九
の
歌
声
尊
し　
　
　

福
富　

廣
枝

紅
々
と
燃
え
ゐ
し
楓
の
散
り
積
も
り

　
　
　

色
褪
せ
季
の
過
ぎ
ゆ
く
を
思
ふ　

木
村　

寛
子

明
け
方
の
オ
レ
ン
ジ
色
に
雲
染
ま
り

　
　
　
　
　
　

鎌
に
似
た
月
白
く
輝
く　

荒
巻
ミ
サ
子

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎ 82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

近
年
の
学
術
調
査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
多
く
の
古
文
書
か

ら
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
招
魂
社
の
移
転
問
題
で
す
。

【参考文献】「霊峰英彦山　－神仏と人と自然とー』九州歴史資料館　2017年

　３月生まれのお子さんを手違いにより先月
号に掲載できませんでした。関係者の皆さん
にお詫びするとともに、今月号で掲載させて
いただきます。

新
た
な
神
社
を
創
設
す
る
動
き
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ

た
の
が
、
明
治
２
年
に
明
治
維
新

で
、
新
し
い
時
代
を
築
く
た
め
に

尽
力
し
て
亡
く
な
っ
た
11
名
の
山

伏
な
ど
を
祀
る
英
彦
山
の
招
魂
社

で
す
。
郡
内
で
は
、
英
彦
山
の
招

魂
社
を
郡
の
中
央
に
遷

※

宮
す
る
か
、

新
た
な
神
社
を
創
建
す
る
か
、
二

つ
の
案
が
浮
上
。
明
治
38
年
に
田

川
郡
長
・
津
村
直
次
が
福
岡
県
へ

招
魂
社
の
移
転
願
書
を
提
出
し
、

翌
年
に
は
許
可
が
下
り
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
移

転
に
つ
い
て
、
英
彦
山
に

関
わ
る
人
々
の
想
い
を
伝
え
る
古

文
書
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
読
み
解
く
と
、
移

転
に
反
対
す
る
意
見
書
の
作
成
や

県
庁
へ
の
陳
情
、
新
聞
社
へ
移
転

反
対
記
事
を
掲
載
依
頼
す
る
な
ど
、

英
彦
山
の
招
魂
社
を
守
り
抜
こ
う

と
す
る
人
々
の
姿
勢
と
一
貫
し
て

社
の
移
転
を
反
対
す
る
人
々
の
想

い
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

結
果
的
に
は
、
今
か
ら
110
年

前
の
明
治
43
年
２
月
、
伊

田
町
字
鉄
砲
町（
現
在
の
田
川
市
）

に
社
殿
が
造
営
、
５
月
に
は
遷
宮

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
英

彦
山
の
招
魂
社
は
新
し
い
社
の
奥

宮
と
し
て
存
続
。
そ
の
後
、
田
川

護
国
神
社
の
奥
宮
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
先
人
た
ち
の
想
い
は
現

在
ま
で
継
承
さ
れ
、
毎
年
５
月
６

日
に
英
彦
山
の
招
魂
社
で
は
「
招

魂
社
慰
霊
祭
」
と
称
さ
れ
る
祭
典

が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
ま
ち
づ

く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

近
年
、
町
は
、
英
彦
山
の
総

合
的
な
学
術
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
成
果
は
平
成
29
年
に
国

の
史
跡
指
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、

山
伏
の
住
居
跡
で
あ
る
坊
舎
に
残

さ
れ
て
い
た
大
量
の
古
文
書
な
ど
、

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
古
文
書
に
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

英
彦
山
神
宮
奉
幣
殿
か
ら
参
道
を

約
50
メ
ー
ト
ル
下
り
た
右
側
に
あ

る
招

し
ょ
う
こ
ん魂

社
の
移
転
問
題
で
す
。

明
治
時
代
、
田
川
郡
域
（
現

在
の
田
川
市
郡
）
で
は
、

日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
で
国
の
た

め
に
亡
く
な
っ
た
人
々
が
東
京
の

靖
国
神
社
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
く
な
か
、

参
拝
が
遠
距
離
で
困
難
な
た
め
、

田
川
郡
域
全
体
の
戦
没
者
を
祀
る

第22回フォトコンテスト入選作品「雪の招魂社」

古
文
書
か
ら
判
明
し
た

招
魂
社
を
守
る
人
々
の
想
い

お誕生日おめでとう～！　楽し
みにしていた幼稚園で元気に過
ごそうね♡　3歳もたくさん笑
って大きくなぁれ。

涼太兄ちゃんとずっと仲良くし
てね !!

川越 奏
そうすけ

輔ちゃん 
４月16日生 ❶・新城

宮下 桜
おうが

雅ちゃん 
３月29日生 ❶・真木

おうが君、初誕生日おめでとう !!
みんながあなたの成長にビック
リさせられてます！　元気で逞
しく育ってね☆

　E メールは①お子さんの写
真　②お子さんの氏名　③名
前の読み方　④誕生日　⑤年
齢　⑥行政区　⑦メッセージ
（50文字以内）　⑧保護者の連
絡先を送信してください。

◎３歳までのお子さん募集中

　５月生まれは４月13日月まで

送信先
koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係
　 （☎ 82-1231）

日野 稜
ろうらん

蘭ちゃん 
４月８日生 ❸・添田東

３月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

佐藤さんが陸上自衛隊入隊
自衛隊入隊者が表敬訪問

マスクと消毒液を寄贈
新型コロナウイルス感染症の対策に

　３月17日、令
和２年度陸上自
衛隊入隊の佐藤
颯人さん（新城）
が自衛隊飯塚地
域事務所の春口
昌郁事務所長や
自衛隊相談員の
加來勉さん（岩
瀬）と役場を訪れ、寺西町長に入隊を報告しました。
寺西町長は「本町での災害時には自衛隊の活動がと
ても心強かった。国民の皆さんが安心して、安全に
暮らせるよう任務に励んでほしい」と激励しました。

　新型コロナウ
イルスなどの感
染症予防に活用
してほしいと株
式会社神田商店
（大任町）がマス
ク500枚、原口
整骨院（田川市）
が次亜塩素酸消
毒液20リットルを町に寄贈しました。どちらも本当
に困っている人のために使ってもらいたいと譲り受
けたものでマスクは町内の妊婦や高齢者の施設、保
育園に、消毒液は放課後児童クラブに配布しました。

↑神田商店の城本一永さん㊧と城本潤さん

↑「日本を守っていきたい」と佐藤さん㊥㊧

※遷宮（せんぐう）・・・神殿を建て替える時に神霊を移すこと。



▼
内
容　

▽

　

障
が
い
者

　

や
そ
の
家

　

族
の
皆
さ

　

ん
の
心
配

　

ご
と
や
悩

　

み
の
相
談

　

／
月
曜
〜

　

金
曜
（
祝

　

日
・
年
末
年
始
除
く
）
８
時
30
分

　

〜
17
時
15
分（
☎
23
―
０
４
０
０
）

　

▽
障
が
い
者
へ
の
虐
待
の
相
談
や

　

通
報
／
24
時
間
365
日
（
☎
23
―
０

　

４
１
５
）
▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る

　

相
談（
23
―
０
４
2
５
）

問 

田
川
地
区
障
が
い
者
基
幹
相
談
セ 

　

 

ン
タ
ー
（
☎
23
―
０
４
０
０
）

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
子
育
て
・

　

 

障
が
い
者
支
援
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

４
月
１
日
か
ら
田
川
８
市
町
村
が

共
同
で
設
置
し
た
「
田
川
地
区
障
が

い
者
基
幹
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
所

し
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
に
対
す
る
虐

待
の
相
談
や
通
報
に
は
24
時
間
体
制

で
対
応
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ザ
田
川

　
（
田
川
市
）

▼
試
験
日　

６
月
28
日
日

▼
試
験
種
類　

全
種
類

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学（
田
川
市
）

▼
受
付
期
間　

▽
書
面
申
請
＝
４
月

　

17
日
金
〜
４
月
30
日
木
、
▽
電
子

　

申
請
＝
４
月
14
日
火
〜
４
月
27
日
月

【
受
験
準
備
講
習
会
】

▼
と
き　

６
月
６
日
土
９
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防
本
部（
田

　

 

川
市
）

▼
講
習
種
類　

乙
種
第
４
類

▼
受
付
期
間　

４
月
３
日
金
〜
６
月

　

５
日
金

※
願
書
お
よ
び
講
習
申
込
書
は
、
４

月
３
日
金
ご
ろ
か
ら
配
布
予
定
。

問 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
44
―
０
６
５
０
）

　

県
営
油
木
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
の
維

持
管
理
業
務
に
伴
う
会
計
年
度
任
用

職
員
（
１
名
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
地　

油
木
ダ
ム
管
理
事
務
所

▼
業
務
内
容　

▽
堤
体
内
、
外
部
の

　

点
検
・
清

　

掃
▽
貯
水

　

池
内
流
木

　

や
塵じ
ん
か
い芥
な

　

ど
の
収
集

　

・
処
分
▽

　

貯
水
池
内

　

の
巡
視
、

　

清
掃
、
除

13　広報そえだ（令和２年４月号） 広報そえだ（令和２年４月号）　12

　

草
▽
機
械
、
設
備
等
の
点
検
・
整

　

備
補
助
▽
水
防
体
制
時
の
警
報
活

　

動
な
ど

▼
雇
用
形
態　

臨
時
的
任
用
職
員

▼
資
格
等　

年
齢
、
学
歴
、
経
験
不

　

問
。
た
だ
し
、
普
通
自
動
車
免
許
、

　

２
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
（
１

　

海
里
、
湖
川
小
出
力
限
定
を
除
く
）

　

が
必
要

▼
賃
金　

月
額
14
万
８
５
０
８
円
〜

　

16
万
945
円
※
通
勤
手
当
あ
り

▼
雇
用
期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日

　

〜
令
和
２
年
９
月
30
日
（
契
約
更

　

新
の
可
能
性
あ
り
）
※
条
件
あ
り

▼
就
業
時
間　

平
日
の
８
時
30
分
〜

　

17
時
15
分
（
大
雪
、
大
雨
時
は
残

　

業
あ
り
）

▼
そ
の
他　

マ
イ
カ
ー
通
勤
可

問 

福
岡
県
田
川
県
土
整
備
事
務
所
総

　

 

務
課 

（
☎
42
―
９
１
１
１
）

▼
試
験
日　

５
月

　

23
日
土

▼
項
目　

▽
一
般

　

曹
候
補
生
（
定

　

年
制
自
衛
官
）

　

▽
自
衛
官
候
補

　

生
（
任
期
制
自

　

衛
官
）

▼
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　

５
月
15
日
金

【
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

４
月
５
日
日
、
19
日
日
い

　

ず
れ
も
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
田
川
市
）

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退
場

自
由
で
す
。
平
日
は
、
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
飯
塚
地
域
事
務
所
で

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

６
月
２
日
火
〜
11
月

　

25
日
水

▼
訓
練
科
名　

も
の
づ
く
り
溶
接
科

▼
定
員　

15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

Informationくらしに役立つ情報満載

試
験
・
募
集

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

５
月
15
日
金

▼
入
所
選
考　

５
月
21
日
木
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

▼
申
込
先　

住
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク

【
施
設
見
学
会
・
説
明
会
】

▼
と
き　

４
月
７
日
火
、
20
日
月
い

　

ず
れ
も
13
時
〜（
２
時
間
程
度
）

▼
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯

　

塚
（
飯
塚
市
）

※
参
加
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

▼
と
き　

４
月
27
日
月

▼
と
こ
ろ　

役
場
特
１
会
議
室

▼
募
集
団
地　
　

添
田
町
町
営
住
宅

　

数
戸
程
度

▼
申
込
期
間　

４
月
13
日
月
〜
４
月

　

17
日
金　

17
時
15
分
ま
で

問 

役
場
住
環
境
整
備
課
住
宅
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

▼
と
き　

６
月
１
日
月　

10
時
〜
12

　

時（
受
付
９
時
30
分
〜
）、
13
時
〜

　

15
時（
受
付
12
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

川
崎
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ー
セ
ン
タ
ー
／
要
予
約

▼
内
容　

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
の

　

支
給
・
修
理
の
要
否
判
定
や
、
そ

　

の
他
身
体
障
が
い
に
関
わ
る
相
談

▼
予
約
期
限　

５
月
８
日
金

※
聴
覚
障
害
の

診
断
、
補
聴
器

の
補
装

具
費
の

要
否
判
定
は

行
い
ま

せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
の
作

成
は
行
い
ま
せ
ん
。

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

自
衛
官
採
用
試
験

問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば

◉新型コロナウイルスへの対応

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、
本町としましても緊急事態という状況からやむ
を得ない措置と考え、３月２日から３月23日ま
で臨時休業としました。各家庭においても、急
な事態でありながらもご理解とご協力を頂きま
したことに感謝申し上げます。また、３月の大
切な時期に３週間程度の休みとなった分の学習
は、各学校と協議をしながら補習などの対応方
法を考えていきます。決定した事項は、各学校
から保護者にお知らせします。

◉２学期の始まりが変わります

　昨年、町内小中学校の教室にはエアコンが設
置され、環境が大きく変わりました。また、今
年度から英語が小学５年生から始まるなど教育
情勢も変わります。そのような状況を勘案し、
今年から町内小中学校の２学期の始まりの日を
９月１日から８月25日に変更しましたのでお知
らせします。
▶２学期の始まり
・昨年まで９月１日　⇒　今年から８月25日

◉町内小・中学校の始業式・入学式

・町内小・中学校始業式　４月６日月
・添田中学校入学式　　　４月９日木
・町内小学校入学式　　　４月10日金
　新型コロナウイルス感染症に対する対応状況
によっては、日程が変更になる可能性がありま
す。変更になった場合は、各家庭へ学校から連
絡しますので、よろしくお願いします。

◉教育委員（退任・着任）のお知らせ

　﨑山菜穂子さん（町二）が３
月31日で退任され、４月１日付
けで山下憲香委員（庄西）が新
任しました。任期は令和５年10
月21日までです。

油
木
ダ
ム
用
水
管
理
業
務

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

田
川
地
区
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

道の駅歓遊舎ひこさんに
商品を出品しませんか

新規出品者を募集しています

添田町タクシー利用助成事業

75歳以上の皆さんの
タクシー料金一部を助成

　歳以上の人を対象とした「タ
クシー利用助成券」の交付を

受けるためには、毎年申請が必要で
す。（役場から郵便などで申請の案内
はしていません）
◉対象　添田町に住民票がある75歳
以上の人（同居の家族がいても申請
できます）※次の場合は利用できま
せん。①運転免許証を持っている②
町民税など滞納がある
◉助成金額　１回の乗車につき300円
◉必要なもの　印鑑（代理人の場合
は本人と代理人の印鑑）、本
人確認ができる
もの（健康保険
証など）、登録証
（すでに登録している人のみ）
※詳しくは問い合わせください。
問 役場まちづくり課施策推進係
　 （☎ 82-1236)

相
談

75

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

受
験
準
備
講
習
会

公
共
職
業
訓
練
生（
６
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

↑陸上自衛隊フェイスブックより引用

予
約
期
限

５
月
８
日
金

聴
覚
障
害
の

断
、
補
聴
器

補
装

費
の

否
判
定
は

ま
ん
。

町
営
住
宅
入
居
者
抽
選
会

↑田川地区障がい者基幹相談センターが設
置されたスマイルプラザ田川（田川市伊田）

道の駅歓遊舎ひこさんに、あな
たの商品を出品してみません

か。令和２年度の出品者の募集を行
います。
【新規出品者受付】

◉応募資格　町内在住者
◉受付期間　４月１日水～30日木
※新規出品希望者には後日、説明会
を行います。なお、手続きの受付時
間は９時から17時までです。
問 歓遊舎ひこさん（☎ 47-7039）

山下教育委員



　

店
（
大
任
町
）
▼
次
亜
塩
素
酸
消

　

毒
液
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
配

　

布
）▽
原
口
整
骨
院（
田
川
市
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽　

棚
田
俊
憲
（
中

　

津
野
）
▽　

白
石
利
晴
（
上
中
元

　

寺
）
▽　

﨑
山
キ
ク
ヨ（
野
田
）
▽

　
　

秋
吉
隆
子（
町
一
）▽　

高
橋
伊

　

代
子（
伊
原
）
▽　

山
本
明
延（
桜

　

橋
）
▽　

岩
本
ミ
サ
オ（
庄
西
）▽

　
　

白
石
キ
ヨ
子（
真
木
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
高
橋
浩
月（
町
四
）▽
坂

　

本
泰
子（
峰
地
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子（
添
田
中
）▽
田
代
律

　

子（
田
川
市
）

　
　
　
（
令
和
２
年
３
月
14
日
現
在
）

ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

上
中
元
寺
青
壮
年
ク
ラ
ブ
猪
熊
さ
ん

　

 

（
☎
090
―
１
５
１
０
―
４
２
１
４
）

　　

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
民
法
の
成

人
年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制
限
は

20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
ま
す
。

問 

福
岡
国
税
局
酒
税
課

　

 

（
☎
092
―
411
―
０
０
３
１
）

○
添
田
町
へ

▼
マ
ス
ク
（
妊
婦
や
高
齢
者
福
祉
施

　

設
、
保
育
園
に
配
布
）
▽
神
田
商

　

数
５
人
以
上
の
団
体

▼
対
象
活
動　

清
掃
活
動
、
水
質
・

　

生
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど

※
他
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
る
活

　

動
は
除
く

▼
助
成
対
象
活
動
期
間　

令
和
２
年

　

６
月
〜
令
和
３
年
１
月

▼
助
成
内
容　

上
限
10
万
円
／
１
団
体

▼
申
込
期
限　

４
月
24
日
金

問 

北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験

　

 

所（
☎
093
―
641
―
５
９
４
８
）　

　

毎
年
、
４
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
上
中
元
寺
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に

し
て
い
た
皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
あ
り

●人　口　9,570 人（ー33人）

●男　性　4,517 人（ー18人）

●女　性　5,043 人（－15人）

●世帯数　4,669世帯（－５世帯）

●出生　３ 人

●死亡　26 人

●転入　13 人

●転出　23 人

人の動き ２月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　４月７日火、４月 21 日火、５月７日木
●補聴器相談（役場ロビー）
　4月10日金（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　４月14日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　４月14日火（10時～）、23日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

　２月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　２月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

今年の累計
０
０
０
０

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

17（±０）
０（±０）
５（＋２）

今年の累計
33
0
７

  車上ねらい

　

工
業
統
計

調
査
は
、
工

業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
政
府
の
重
要

な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
に
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、
統
計

作
成
の
目
的
以
外
に
使
わ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
調
査
時
点　

令
和
２
年
６
月
１
日

▼
対
象　

従
業
員
４
人
以
上
の
全
て

　

の
製
造
事
業
所

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
商
工
業
振

　

 

興
係
（
☎
82
―
５
９
６
２
）

会
福
祉
な
ど
各

施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る

も
の
で
す
が
、

国
勢
調
査
の
行

わ
れ
る
年
度
に

は
、
あ
わ
せ
て

職
業
の
記
入
（
死
亡
届
に
は
産
業
の

記
入
）
も
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
人
口
動
態
調
査
で
使
用
す
る

情
報
は
統
計
法
で
厳
し
く
守
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
調
査
期
間　

４
月
１
日
水
〜
令
和

　

３
年
３
月
31
日
水

※
届
出
を
す
る
市
町
村
役
場
の
窓
口

に
職
業
・
産
業
例
示
表
を
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
の
う
え
記
入

　

50
回
目
と
な
る
記
念
の

郡
民
登
山
会
で
す
。
今
回

は
、
参
加
者
全
員
に
記

念
の
手
ぬ
ぐ
い
を
配
布

し
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
26
日
日

　

９
時
集
合

▼
集
合
場
所　

英
彦
山
別
所

　

駐
車
場

▼
目
的
地　

英
彦
山
・
中
岳

　
（
１
１
８
８
メ
ー
ト
ル
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

４
月
20
日
月

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教

　

 

育
係
（
☎
82
―
２
５
５
９
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
出
生
や
死

亡
、
死
産
、
婚
姻
、
離
婚
の
各
届
書

を
も
と
に
、
状
況
が
調
査
さ
れ
調
査

結
果
は
公
衆
衛
生
や
労
働
衛
生
、
社

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
住
民
課
戸
籍
住
民
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
３
）

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
令
和
２
年
４
月
１
日
に
、
戦
没
者

等
の
死
亡
に
関
し
、
公
務
扶
助
料
等

の
年
金
給
付
の
受
給
権
を
有
す
る
人

が
い
な
い
場
合
は
、
第
11
回
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
弔
慰
金
の

支
給
対
象
と
な
る
遺
族
の
範
囲
は
、

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
三
親
等

内
の
遺
族
で
、
次
の
順
番
に
よ
る
最

先
順
位
の
人
で
す
。

▼
対
象
者　

①
令
和
２
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

　

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

　

を
有
し
て
い
る
人
②
戦
没
者
な
ど

　

の
子
③
戦
没
者
な
ど
の（
１
）父
母
、

　
（
２
）孫
、（
３
）祖
父
母
、（
４
）兄
弟

　

姉
妹
④
前
記
以
外
の
戦
没
者
な
ど

　

の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、姪
な
ど
）

※
③
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
同
じ
に
し

て
い
た
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
④
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に
限
り

ま
す
。

▼
支
給
額　

額
面
25
万
円
、
５
年
償

　

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日

問 
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
高

　

 

齢
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）
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大
災
害
や

緊
急
事
態

発
生
時
に

備
え
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
全
国
一
斉

伝
達
試
験
放
送
が
、
今
年
度
は
次
の

日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
20
日
水
、
10
月
７
日

　

水
、
令
和
３
年
２
月
17
日
水
い
ず

　

れ
も
11
時
頃

問 

役
場
防
災
管
理
課
防
災
安
全
係

　

 

（
☎
82
―
４
０
０
２
）

　

離
婚
し
た
と
き
、
婚
姻
期
間
中
の

Informationくらしに役立つ情報満載

上
中
元
寺
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
は

中
止
し
ま
す

厚
生
年
金
を
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
年
金
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
が
新
し
く
始
ま
り
ま
し
た
。
手
続

き
は
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
（
直
方

年
金
事
務
所
）
で
離
婚
後
２
年
以
内

に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
年
金
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

直
方
年
金
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
９
―
22
―
０
８
９
１
）

　

遠
賀
川
流
域
で
、
河
川
の
水
質
の

改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
環
境
保
全

活
動
を
行
う
住
民
団
体
な
ど
に
対
し

て
、
そ
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体　

支
流
を
含
む
遠
賀
川

　

流
域
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ま

　

た
は
今
後
行
お
う
と
す
る
、
会
員

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）
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国民年金保険料額が
16,540 円に変わります

割引制度がお得です

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度

お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら

４
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止
月
間

英彦山花園

シャクナゲまつりつりつつつり

令和２年度の国民年金保険料額は、
月額 16,540 円です。支払い方法

によってお得な割引制度（最大１か月あ
たり660円）がありますのでご利用くだ
さい。各月納付や口座による翌月末振込
以外の納付方法で保険料を納めると割引
を受けることができます。お得な割引制
度については、日本年金機構のホームペ
ージを確認、
または役場
住民課保険
年金係に問
い合わせく
ださい。
◉学生納付特例制度

　20歳以上の人は、学生であっても国民
年金に加入しなければなりません。しか
し、学生は一般的に所得が少ないため、
学生専用の年金免除制度があります。
【手続きが必要な学生】
①国民年金に加入しており、免除申請を
行っていない　②学生免除をしているが、
継続申請のハガキをなくした、または提
出していない
【手続きの際の注意事項】
・本人の学生証（学生である期間がわか
　るもの）または在学証明書が必要です
・代理の場合、代理人の身分証明書と学
　生の印鑑（認印可）が必要です
・申請は４月１日以降でないと受け付け
　できません

特例制度

念
の

今
回

記布日山
別
所

中
岳

ル
）

20
日
月

田
川
郡
民
登
山
会

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
試
験
放
送

や報
シ
ス 試

験
放
送

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
知
ら
せ

出
生
・
死
亡
な
ど
の
届
出
を

さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
お
願
い

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動
団
体

支
援
助
成
事
業

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　５千株のシャクナゲが咲き誇る
英彦山花園で春を満喫しませんか。
●開花予想期間　４月18日（土）～４月29日（水・祝）
●入場料　高校生以上200円、小・中学生100円
　例年行っていましたテントでの物販などのイベ
ントは新型コロナウイルス感染症予防のため中止
します。園内のシャクナゲはご覧いただけます。
問 英彦山花公園電車運行部（☎ 85-0375）

故

故

故

故
■お知らせ　
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
広報そえだに掲載された内容が変更となる場合が
あります。詳しくは、ホームページなどで確認い
ただくか、問い合わせ先にお尋ねください。

故

故

故

故

計工をす
る
こ
と

し
た
政
府
の
重
要

統
計
法
に
基
づ
く
報
告

る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

計
調
査
に
ご
協
力
を



４

令
和
２
年
４
月
号

広報

そ
え
だ

2020

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。◉防災無線放送内容確認サ ビ （ ）火災に ては におかけくださ

拝
啓
　

春
光
う
ら
ら
か
な
季
節
を
迎
え
添
田
町
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
え
だ
ま
ち
観
光
大
使
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
熊
谷
真
実
で
す
。
こ
の
度
、
広
報
そ
え
だ
の
紙

面
を
お
借
り
し
、
皆
さ
ま
に
日
ご
ろ
の
感
謝
と
近
況
を
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
、
父
の
故
郷
で
あ
る
添
田
町
の
観
光
大
使
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
も
う
す
ぐ
３
年
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い
た
添
田
町
。
添

田
町
の
お
い
し
い
水
や
空
気
、
そ
こ
で
育
っ
た
新
鮮
な
米

や
野
菜
を
は
じ
め
と
し
た
特
産
品
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ

ま
の
温
か
さ
が
私
は
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
添
田
町

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
10
日
に
60
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
私
で
す
が
、
こ
の
度
、

徳
間
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
芸
能
生
活
40
年

に
し
て
初
の
歌
手
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
ま
し
た
。
吉
幾
三
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
に
よ
る
、
北
見
熊
の
助
＆
中
丸

日
向
子
（
熊
谷
真
実
）「
逃
避
行
」
と
熊
谷
真
実
ソ
ロ
の
「
香

港
」
で
す
。
ぜ
ひ
、カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
24
日
か
ら
東
京
都
の
紀
伊
国
屋
サ
ザ
ン
シ

ア
タ
ー
で
こ
ま
つ
座
第
132
回
公
演
「
雪
や
こ
ん
こ
ん
」
の

舞
台
に
出
演
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

心
配
で
す
が
、
今
回
も
全
身
全
霊
で
挑
み
ま
す
。

　

添
田
町
の
皆
さ
ま
に
は
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
て

く
だ
さ
り
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
る

ふ
る
里
の
添
田
町
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

敬
具

そ
え
だ
ま
ち
観
光
大
使

思い出を胸に、新しい一歩を踏み出す

　添田中学校では、保護者や先生が見守る中、代表して３人
が卒業証書を受け取りました。卒業生を代表して白石凌也さ
んが「歴史ある校舎で共に学んだ83人の友との思い出は決し
て色あせることはないでしょう。これまで支えてくれたすべ
ての皆さんに感謝します」と男泣き。最後は卒業生全員で大
合唱し、あふれる涙をぬぐい友人や恩師との別れを惜しみま
した。また、津野小学校では、ただ一人の卒業生、岩本幸太
朗さんが真新しい中学校の制服に身を包み、卒業式に臨みま
した。言葉や歌で６年間の思い出を振り返る岩本さん。式典
後は、下級生や先生に見送られ新たな一歩を踏み出しました。

　添田中学校で３月12日、各小学校で３月17日に卒業式が行われま
した。新型コロナウイルス感染症の予防対策のため、規模を縮小し、
時間も短縮して行われた今年の卒業式。中学生83人、小学生76人が多
くのことを学び、思い出のつまった学び舎に別れを告げました。
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町内小・中学校で卒業式

い
と
い
とと
思
い
思
い
思
い
思

すすすす

歌手デビューしました

最後の合唱を披露する添田中卒業生

卒業証書を受け取る岩本さん

津野小児童全員で最後の記念撮影
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